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第７回 伏虎中学校区学校適正規模化推進協議会 会議録概要 

 

１．日時   平成２４年２月１６日（木）午後７時～午後８時３０分 

 

２．場所   和歌山市役所 １４階 大会議室 

 

３．出席者  【委員２６名】小島渉会長、津田成章副会長、西村征男副会長、栗生誠悟委員、

廣田敏孝委員、土田太郎委員、横山和哉委員、山本明広委員、下店文男委員、

東康夫委員、岡﨑全雄委員、土屋智昭委員、波多野正蔵委員、古梅由紀子委員、

山岡真美委員、山本浩司委員、原一起委員、阿形博司委員、白井健志委員、金

谷善進委員、松井潔委員、冨永久委員、坂口和夫委員、山本昌之委員、池永多

世委員、寺下清委員 

        

       【事務局３名】中村浩二教育総務課副課長、川本智之教育総務課専門教育監補、

川端慎一教育総務課総務政策班長 

       

４．会議次第 

（１）開会 

（２）資料確認 

（３）議事 

   ア． 各地区説明会について 

イ． 意見書について 

ウ． その他 

（４）閉会 

 

５．会議内容 

（１）開会 

小島会長 

・皆さんこんばんは。寒い中またお忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。ま

た先週は３地区での説明会開催に際し、３地区すべてご出席いただいた下店校長先生、津田先

生、また各地区ご出席いただきました委員の皆様本当にありがとうございました。この後事務

局から各地区説明会で出た意見についてご報告いただいて、それをもとに活発な議論をして、

明日の子どもたちのために、良い学校を作っていきたいと思っています。 

・最終的には意見書として取りまとめていきたいと思いますので、皆さんの活発なご意見をお

願いしたいと思います。 

・本日の議事のイ意見書の部分についての議論が、最終的にその内容が盛り込まれるか盛り込

まれないか分からない状況で、内容が一人歩きするという懸念も考えられますので、イ意見書

についての部分については非公開ということで、よろしくお願いします。 〔承認〕 

 

（２）資料確認 

・第７回協議会次第（A4）、第７回配付資料（A4冊子）、第６回推進協議会会議録と会議録概要、

防災マップ（本町地区・雄湊地区・城北地区）  以上４点。 
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（３）議事 

各地区別説明会について 

各説明会での主な意見・要望 

 通学の安全性と防災の安全性 

・通学の安全について、雄湊や城北の場合、通学距離は短いが会社や商店街、空き地等が

多く見守っていただけるのか心配である。（保護者） 

・安全指導を徹底するという文言で終わっている。誰が徹底し、交通安全についてどうし

たいのか。（地域） 

・複合区について説明して欲しい。（地域） 

・震災予想が見直されている中、何の根拠もなく、なぜ一番低い城北小学校に統合されな

ければならないのか。高台にある雄湊小学校に統合するのが自然であり、子どもたちの尊

い命を優先するのが自然ではないか。（地域） 

・通学の距離であれば、スクールバス等を考える余地もあると思う。（地域） 

・３月１１日を契機とし、子どもたちの安全面を交通の面だけでなく津波等災害面でも安

全性を解決する方向の検討をお願いしたい。（地域） 

  ・地震、津波等の安全性について、校舎の耐震化・高層化によって防災面の安全性を確保

するということですが、新設の小中学校を４階建てまたは、エレベーターを付けて５階建

てなどを考えているということか。（地域） 

 

地域等への説明 

  ・何も決まっていないのに、新設校は城北小学校に行くことだけがはっきり決まっている

イメージである。納得いかない。（保護者）（地域） 

  ・市民の皆さんに意識調査、世論調査をかけられないのか。（地域） 

  ・推進協議会での協議の過程や協議された代替案等を説明していただきたい。（地域） 

  ・育友会の総会等で議論された事はない。文書を出しただけではおかしいのと違うのか。（保

護者） 

・子どもの教育は大切であるが、地域の住民の意見をもっと聞いてから進めていくべきで・

各地区での説明会において十分な賛成を得ているのか。（地域） 

 

小中一貫教育 

・３小学校の児童が少ないから３校を統合することに伏虎中学校も付けて、小中一貫校を

作るということにすり替えているのではないか。小中一貫教育の内容についても具体的な

策を挙げていただいた方が分かりやすい。（保護者） 

・生徒数減ということで３小学校統合だけでなく、城東中学校も含めて校区を広く見て考

えてはどうか。（保護者） 

・地区の住民にとって学校は共有物であり、ステータスであるので、小学校が無くなると

人口が減ることを懸念している。どうすれば３校の小学校を存続させるかをもう少し時間

をかけて考えてほしい。（地域） 

・高齢者が子どもたちと交流ができるよう各地区小学校を存続させてほしい。（地域） 

・今子どもたちが受けている教育は良い教育であるならば、現在の体制のままより良い教育

を受けられるよう考えてほしい。（地域） 

・小中一貫校ではなく小学校だけの統合ではだめなのか。（地域） 



 3 

跡地利用 

・雄湊小学校は避難場所になっている。災害の時、どこに逃げたら良いのか。新しく作っ

ていただけるのか。（保護者） 

  ・教育委員会並びに全市的に検討していくというのは当然のことであり、財政的に厳しい

から売ってしまうという結論もあり得るのか。（地域） 

・跡地利用に関する内容についても意見書に盛り込んでほしい。（地域） 

 

その他 

・雄湊地区は城北小学校に移転することに反対している。教育システムや通学の安全・防

災の安全の事を確約して欲しい。推進協議会の方針が議会に掛けられると、３地区の親は

城北小学校に移転して小中一貫校を作る事にすごく賛成しているという後ろ盾を与えるよ

うな感じになってしまうが、決してそういう状況にはなっていない。（保護者） 

・協議会の意見と一般の意見は全く違うという事を明記してください。（地域） 

   ・適正規模化を推進するにあたり、行政主導で行われるのを阻止するため４校協議会から

教育委員会に要望書を出したのか。（地域） 

・設置場所が城北小学校・城北公園となれば、城北公園は完全に無くなり、代替の公園を

確保するのか。（地域） 

・推進協議会の各委員の意見が意見書に反映されないのではないかと懸念している。（地域） 

・年度末に出される意見書は公開されるのか。（地域） 

 

各委員の主な意見 

伏虎中学校区学校適正規模化推進協議会について 

・伏虎中学校区学校適正規模化推進協議会はあくまでも協議をする場であり、設置及び教育

内容についての決定権を有していない。今後当推進協議会から意見書を提出し、それを受け

て教育委員会が主体となって進めていくべきである。 

 

各地区別説明会について 

・正直なところ反対意見ばかりで聞き役に回っていたと思う。聞き役ではあるが、こちら側

からも積極的にカリキュラム等を言っていくべきである。 

・跡地利用について、他の地域では学校の跡地利用に芸術家を呼んで街づくりに取り組んだ

ところもある。教育施設や地域との交流が出来る場を作っていければと思う。 

・地域の皆さんのご意見を聞くにあたり資料が少なすぎる。漠然とした良い学校と言っても

絵を描けない。学校を造ったが児童生徒が少ないでは地域は一番困る。 

・４校をなぜ一緒にするのか再度考えたら良いと思う。子どもの数が減るのは確実である。

適正規模化により小学校が１つに統合されるのは分かる。そこに中学校を統合しても中学校

は適正規模にはならない。適正規模にならない伏虎中学校は特別扱いでそのままで良いのか。

中学校は適正規模化に向けていろいろ考えた方が良い。 

・設置場所について、今は城北小学校になっているがもう一度検討し直してはどうか。年末

に３つの地震が連動したらＭ９になると出ている。今Ｍ８．６だったのがＭ９になれば、エ

ネルギーが３倍になり、とても大きな地震がやってくることになる。被害も津波も大きくな

るのに、雄湊地区でご意見いただいているように、高いところから低いところへ行くのは納

得できないというのは私も改めてそう思った。 
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・各地区でそれぞれの優位な点を言い合って進められている。統合という形になるとそれぞ

れをクリアしていかなければならないので、もう少し話し合っていけば良い。 

 ・我々の１年間の成果をまとめる意見書については、地域の意見を取り入れられたのか振り

返りたいと思う。 

 ・今年本町小学校は入学生が１４人と聞いている。もし、今これをせずにこのままで少人数

になってしまい、今後合併という話になった時に今なら立派な校舎を立てていただけるのに、

その時にはどうにもならない事も考えられ、今考えられるベストの状況を考えていかなければ

ならない。 

・意見書を出した後も、地域との話し合いの機会は持っていって欲しい。 

・防災について、その時に取れるベストの行動をとりなさいという防災教育を大切にしたい。 

・まだカリキュラム等出来上がっていない状況で、具体的な事を説明するのは難しいと思うが、

小中一貫教育の先進地域の子どもたちの学力が向上している点やいじめ不登校等の問題行動

減少や小中一貫校によりその地区のシンボル的な素晴らしい学校になった等、具体的なデータ

資料・成功例をもっと示しても良かったのではないか。 

・立派な学校を建ててくれる旬みたいなものがある。説明会の意見が一部の人に偏ってしまっ

たのは残念だった。もちろん地域の方々の意見は尊重していかなければならないが、余り各論

にとらわれ過ぎずに大きい視点で見ていかなければならない。 

 

 

 

各委員から意見が出され推進協議会において協議された。その協議内容を踏まえ、意見書と

して取りまとめる。今年度末３月に、推進協議会のまとめとして意見書を教育委員会に提出す

る予定である。 

 

 

 

 

議事イ意見書については、伏虎中学校区学校適正規模化推進協議会設置要綱第８条の規定よ

り、非公開となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


